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[入門]
これだけは押さえたい！

電子書籍出版においての予備知識

- まずは、自分の手でAmazon電子書籍を出版するための予備知識を得よう！ -

Shuichiro Yoshida

第一回
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本セミナーの流れ

- 本勉強会の目標

- 講師紹介

- なぜ、今電子書籍なのか

- 電子書籍の中のトップシェア、Amazon

- Amazon電子書籍出版における必須の予備知識

* アメリカ政府に不必要な税金を払わないために必須の書類SS-4とW8BEN

* Amazon電子書籍出版においての細かいノウハウ一部紹介

* 電子書籍の限界
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- 本勉強会の目標

本資料ご覧の方々を勉強会終了後にお連れしたい目的地：

Amazon電子書籍を出版するため
の最低限のやり方はわかった！
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- 講師紹介

電子書籍作家としての活動は？

2013年5月 処女作出版

以後、２～３か月ごとに継続的に出版

総出版数 ７冊 （2014年4月現在）
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- なぜ今電子書籍なのか

2012年に日本の書籍市場で約8%の市場規模

毎年２桁%での成長実績
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- なぜ今電子書籍なのか

自費出版の中で圧倒的なコストパフォーマンス

インターネットにて複数出版業者の情報調査 [調査日2014年3月]
（出版内容、条件に多少の違いあり）

Ａ社 B社 C社 電子書籍

ページ数 200 200 200 制限なし

部数 1000 1000 1000 制限なし

初期費用 [円] 2,000,000 974,000 1,310,000 0*

印税率 3 ~ 10%** 70%***

*   インターネットの環境、パソコンは必要
**  10%もらえるのは、実績のあるプロのみ。
***  出版時に設定する必要あり。U.S.からの振込手数料は差し引かれる。
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- なぜ今電子書籍なのか

多様な個人ニーズにこたえる新しい選択肢

１． 自己表現の手段として
→自分がこの世に生を受けた証を残したい。

２． 余暇・空き時間の使い方として
→70歳以上の男性の7割近くがテレビやラジオで余
暇を過ごす、というデータ有（内閣府世論調査）。

→専業主婦でもアクセス数が1日数万というブログを
運営する例もある。

３． ビジネスツールとして
→マーケットの応答を低リスクで事前検証する。
→商用出版のチャンスを獲得する。
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- 電子書籍のトップシェア、Amazon

１．日本における信頼度、システム習熟度ともにトップレベル

２．登録書数の多さ

2014年4月現在 和書蔵書数16万冊以上

３．圧倒的な規模での販売網

一度出版したら、ある程度はAmazonが拡販を請負
→個人がやるよりも圧倒的な集客力
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